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残したくなる焼きものとしてのタイル文化

日本のインフラを支えてきた
土管の街、常滑
東京丸の内・大手町地区に代表される日本経済発
展の象徴となった華やかな地域がクローズアップ
される一方で、日本の経済発展をインフラの部分
から支えたやきものの産地、それが常滑である。
常滑と言えば日本六古窯の一つであり、やきもの
の街としての歴史は古い。平安時代末頃から豊富
な粘土層に恵まれた知多半島の丘陵地帯を利用
し、無数の登り窯が築かれ、甕や壺等、人々の生活
に根付いた焼きものの産地として産声をあげて
いる。伊勢湾に面した常滑は海沿いという立地条
件も手伝い、鎌倉・室町時代には甕、壺などの大き
な焼きものを海路を使って関東、東北にまで運搬
し販路を拡大していった。また江戸時代になる
と、より人々の生活に密着した瓶なども製造され
るようになり、後の主力産業へと成長していく。
明治に入り、都市の人口が増大し衛生面からも上
下水道の必要性が認識されると、横浜の外国人居
留地をはじめ、常滑土管に対する需要は急速に伸
長する。また、近代国家を目指す日本においては
鉄道網の整備は急務の課題であり、時を同じくし
て鉄道用土管が大量に常滑の窯屋に注文された。
土管の需要はその後も続き、最盛期と目される昭
和30年頃には300本以上の煙突が常滑の街に
そびえ立ち、約2000万本もの土管が製造された
と言われる。1本あたりの重量が25kgの3尺管
（長さ60cm）で換算すると、その延長距離は

常滑焼を支えた食塩釉を
現代に
常滑産の土管、焼酎瓶と言えば、食塩釉が飴玉の
ように溶け出し、ぼってりと黒光りした表情がそ
の特徴である。垣根や土中に埋められ、風雨にさ
らされた土管や焼酎瓶は、時の経過とともに一人
ひとり異なる鈍い艶感を身にまとう。陽の光を
浴び、飴色に鈍く照り輝く姿は飾り気こそないが
素朴で実に美しい。
大量生産された土管や焼酎瓶であるが、それは職
人が額に汗し、魂を込めて作りあげた手仕事の結
晶であり、日本の伝統的なものづくりの姿であ
る。一つ一つ丁寧に作られた職人の手仕事の跡
が、わずかな容や色、艶の違いとなり常滑の街を
彩っている。
このような食塩釉の流れをくむタイルが、LIXIL
グループの中で専門性の高いタイルを取り扱う
ダイナワンに息づいている。NOBLE CRAFT
シリーズ火の音、飴色である。常滑のタイル工場
とのコラボレーションで仕立てられたこのタイ
ルは、日本の都市づくりのインフラ整備を支えた
当時の職人の熱い手仕事と同様、量産品でありな
がらも一枚一枚丁寧に細部まで丹精を込めて仕
上げられている。そこには、飴色に輝く良き常滑
の原風景を後世に残したいという職人の確かな
想いが込められている。

12,000㎞（北海道～沖縄の全長が3,300㎞）と
なり、日本全土の地中には膨大な数の常滑産土管
が張り巡らされ、日本の都市づくりのインフラを
支えていたことがわかる。今でこそ、ヒューム管
や塩化ビニール製品が主流となり役割を終えた
土管だが、かつての土管の街『常滑』を象徴する姿
は、今でも街中の至るところで見ることができる。

常滑の原風景
名古屋方面から名鉄線で常滑に向かい、多屋駅を
過ぎる頃から徐々にやきものの街常滑を感じさ
せる風景を車窓から望むことができる。コール

タールを塗った木造壁、短く切り取られた煙突な
ど石炭窯から黒い煙が猛々と立ち昇ったであろ
う、当時の光景が忍ばれる。
常滑駅から東へと歩みを進めると、土管や焼酎瓶
を積み上げた垣根が至るところに見られ、壮観な
擁壁の景色に見とれる人は多い。積み上げられて
いるのは土管や焼酎瓶だけではない。やきものだ
けはなく、焼き道具と呼ばれる『エゴロ』から『焼
き台』まで、やきものにまつわるものであれば、何
でも積んだり、土中に埋め込むのである。決して
デザインされた訳ではないものの、そのおびただ
しい残品やペケ品がつくる風景はユニークでも
あり、思わず賛辞を贈りたくなる。

TILE'S CULTURE

21世紀に入り、日本の誰もが知る東京駅や東京中央郵便局等、日本の近代化を見守ってきた建築物が復原・保存され、
その姿を新たにし、若い世代へ新たな息吹と懐かしい姿、二つの顔を伝えている。
また、日本の教育を支え、多くの人材を輩出してきた大学等の教育機関も、
創建当時の煉瓦積みやタイル張りの姿を正しくとどめ、学び舎の原風景としてその姿を後世に伝えている。

やきもの工場が建ち並ぶ常滑の風景 役割を終え、短く切り取られた煙突と趣きのある屋根瓦

焼き台を敷きつめたユニークな坂道

土管を焼いた窯の内部

食塩釉の流れをくむ『ノーブルクラフト 火の音 飴色』土管坂の風景
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耐火煉瓦に付着した食塩釉

時の経過とともに鈍い艶感をまとった土管の表情
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5 CASE STUDY

and more

ダイナワンはお客様とダイレクトに接する「フェイス・トゥ・フェイス」のパートナーシップのもと、
さまざまなタイプの特注タイルに対応し、「ものづくり」の醍醐味と新たなる価値、魅力を提案しています。

PRINT PLUS-WALL  CASE2

PRINT PLUS-WALL  CASE1

KOYOU SHIJIN SEMI ORDER

TERRAROSSA MIX PATTERN ORDER

1 中国料理「王朝」
 設計：NAO Taniyama&Associates
 撮影：株式会社エスエス企画

2 URTH CAFFE 表参道店
 設計：株式会社プラックス

3 ビイルーム武蔵小杉
 施主：マルイグループ
 設計：株式会社ピーエス三菱
 撮影：株式会社エスエス企画

4 UNIX KIRARITO GINZA店
 施主：株式会社ユニックス
 設計：有限会社船田アーキテクツ
 撮影：株式会社エスエス企画

2

1

3

4
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6やきもの大国  NIPPON ダイナワンは“地産”のものづくりを追求します。

YAKIMONOTAIKOKU NIPPON
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六古窯をはじめとする、日本のやきもののルーツを巡る
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世界最古のやきものといわれる縄文土器は1万年以上前から日本列島にてつくられていました。
陶磁器技術はその後、4～5世紀頃に大陸から伝わり日本全国へと拡大。
粘土や陶石が採掘される地域ごとに、それぞれの工夫や装飾を加えたやきものが独自の進化を遂げてきました。
現在、六古窯をはじめ、伝統工芸品に指定されている陶磁器の産地は全国各地に幅広く分布。
そこで今回は、波佐見焼きと宮崎煉瓦をクローズアップします。

江別煉瓦（北海道）
北海道江別市で生産されている煉瓦。原料は

野幌粘土で褐色および赤い色合いが特長。

九谷焼（石川）
五彩（赤・黄・緑・紫・紺青）の鮮やかな色や

大胆な絵柄が海外でも人気。

スポロング
新しい取り組みとしての環境保水素材。

益子焼（栃木）
やや厚手でどっしりとした味わい。

三州瓦（愛知・三河）
愛知県西三河地方で生産される粘土瓦。

日本最大の生産量を誇っている。

壺屋焼（沖縄）
琉球王朝時代から受け継がれる

沖縄伝統のやきもの。

備前焼（岡山）
田の底土を数年寝かした後、山土・黒土

と混ぜ合わせることで野趣あふれる茶褐

色の土味を生み出す。素朴で力強い風合

いが持ち味。

淡路瓦（兵庫）
美しい銀色が特長のいぶし瓦は、

三大瓦の中で最も低い1,000℃

前後で焼成される。いぶし瓦の生

産量は全国一。

丹波立杭焼（兵庫）
赤土部釉や灰ダラ釉など登り窯による施釉

陶が魅力で、松薪の灰と釉薬が溶け合い窯

変する灰被りが特長。飾り気のない素朴さ

が美しい。

常滑焼（愛知）
愛知県知多半島で採取される良質な粘土、

低温でも堅く焼き締まり赤色に発色。

日本六古窯最古の窯ともいわれる。

六古窯

美濃焼（岐阜）
志野・黄瀬戸・織部など日用品から

芸術作品まで幅広く揃う。

碧南煉瓦（愛知・三河）
地元三河粘土を原料に用い、煉瓦製造を行う。

瀬戸焼（愛知）
落ち着きある白磁や気品に満ちた染付けが特

長。古くから大窯業地として栄えたため、陶磁

器の代名詞となる。

六古窯

★印は
ダイナワンと共に「やきもの」の魅力を追求
し、発信する窯元のある産地です。

信楽焼（滋賀）
長石の白い粒が吹き出る石はぜや緑色の釉た

れなど、無骨で侘びた風情が特長的。

六古窯

六古窯 六古窯

越前焼（福井）
褐色に焼き締まる自然釉が滑ら

かな土の味わいを醸し出し、素朴

で温かみある風合いへと導く。

六古窯
石州瓦（島根）
出雲地方で産出される「来待石」を釉薬に

使用した、独特な赤褐色の発色が特長。

1,200℃以上と焼成温度が高いため凍

害にも強い。

萩焼（山口）
低温で長時間焼かれることで生まれる独特な

色合い。窯変の美しさも魅力的。

伊万里・有田焼（佐賀）
日本磁器の発祥の地でもあり、白く薄い磁肌

と華やかな絵付けが特長。

波佐見焼（長崎）
天草下島で採掘される「天草陶石」を使用。

粉砕して加水すると可塑性の高い粘土とな

り、他に添加物がなくても均一に焼結します。

釉薬が映える透き通るような白色が特長。

宮崎煉瓦（宮崎）
硬くて粗い、男土ならではの特長に加え、粘り

気がなく鉄分も豊富。耐火度が低く乾燥しや

すいため、強度や厚みにも対応できる。一般

煉瓦の他、新燃岳の火山灰を添加したエコロ

ジー煉瓦も製造。

日本のやきもの「瓦・煉瓦・タイル」の由来

瓦
奈良飛鳥寺建立の際、百済の瓦博士の指導により日本初の屋根瓦を

製作。これが平瓦・丸瓦・軒先瓦からなる屋根瓦のはじまりです。

運搬が難しい瓦は利用地

での製造が主でしたが、江

戸時代以降需要が増えた

ため産業として成立する

ようになりました。

タイル
日本のタイルは、奈良時代の仏教寺院床や腰壁に敷瓦や塼が用いら

れたのが起源。明治末期

には、施釉白煉瓦や現在

のタイルに相当する赤煉

瓦色の張付け化粧煉瓦が

つくられるようになりま

した。

煉瓦
江戸末期伊豆韮山の反射炉に国産原料の耐火煉瓦が使用された

のが国産煉瓦のはじまりです。明治初期オランダ技術者の指導

により焼成され、長崎製鉄所に使われた赤煉瓦は後に官公庁や

トンネルなどにも使用さ

れましたが、地震の多い

日本では次第に鉄筋コ

ンクリート造へと変化。

表装材としての化粧煉

瓦が登場しました。

大胆な絵柄が海外でも人気。

九谷焼の容器に、香りを放つ
“スポロング”が入った香炉
￥5,000/個～

10 TILE'S ONLY ONE 11
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やきもの大国  NIPPON ダイナワンは“地産”のものづくりを追求します。
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CLOSE UP [波佐見] 
クローズアップ ハサミ
新しいコンセプトのもと、若い世代の感性と活躍によりライフスタイルショップやアパレル、物販店等で
今最も注目される「波佐見焼」とその産地「波佐見町」。波佐見町は、長崎県中央部（佐賀県有田町に隣接）に位置し、
土地柄からくる良質な陶石の特徴を最大限に活かした磁器と藍色の美しい染付で知られます。
今回私たちダイナワンは「伝統から来る革新」をテーマに産地（波佐見）ならではの可能性をご紹介いたします。
そして、この地に生き続けている言葉『陶器は感性があれば技術をカバーできる。けれど磁器は技術がなければ感性を引き出せない』
を継承していきたいと考えます。

SU K E RU  T I L E

MAKING STEP

熊本県産の天草陶石を細
かい粉末にし、成形には
石膏で基本の型を製作。

成形後、素地を削って整
え、仕上げたものを乾燥。
窯に入れて約900℃で
焼成します。

素焼に、高温で発色する
顔料（下絵具）で絵柄を付
けます。呉須による染付
が代表的。

表面が滑らかになるよう
釉薬に浸し、仕上げます。

約1,300℃で焼成。釉
薬は溶けて、表面にガラ
ス質の層をつくります。

低温で溶ける赤絵や金彩 
などの顔料（上絵具）で、
釉の上から描きます。そ
の後、約800度で焼成。

陶石の粉砕・成形 素焼 下絵付 釉かけ 本焼成 上絵付1 2 3 4 5 6

波佐見焼は主に「型作り」
「絵付け」「窯焚き」などの
工程に分けられ、
それぞれ専門の職人達が
行う分業体制を確立。
この分業制が、
高い技術力と効率的な
生産体制を育んでいます。

波佐見焼の歴史
波佐見焼は、1599年朝鮮人陶工 李祐慶氏が、長
崎県波佐見町村木郷畑ノ原に連房式階段状登窯
を築き、やきものづくりを始めたことがルーツと
言われています。その後、三股地区で良質な天草
陶石を発見。窯を築き盛んに磁器の製造が始まり
ました。今から約400年前に始まって以降、一度
も途絶えることがない「波佐見焼」の歴史。その伝
統の技と美が現代にも深く受け継がれています。

素材本来の「白」
波佐見焼の磁器は天草陶石を使用し、適した粘り
気、焼き縮みの少なさ、焼成後の上品な白さが最
大の魅力となっています。粉砕して加水すると可

さらなる白さを追求した
透光性磁器タイル
天草陶土を使用した他の生産地にはない、透ける
ような白さが特長の波佐見焼。この白さをさら
に引き出すことで、一般の磁器に比べて約4倍の
光透過率を有するタイルの開発に成功しました。

最先端技術で魅せる
波佐見焼
近年では、伝統的な波佐見焼の手法に新しい技術
をプラス。コンピュータソフトを駆使した最先
端技術による型おこしを実現するなど、常に新し
い取り組みを始めています。

伝統から革新へと進化
美しい白地に藍色が映える伝統的な染付けから、
伝統と新しさが巧みに調和するジャンルを超え
たものづくりへ。波佐見焼は、若い感性を大切に
しながら日々進化することで、さらなる歴史を紡
いでいます。

塑性の高い粘土となり、他に添加物がなくても均
一に焼結した磁器となります。透けるように美し
い「白」のため、呉須（藍色）や赤絵、金彩などの発
色も良く、古くから染付技術が根付いています。

使用原料は良質な天草陶石
天草下島で採掘される陶石の主成分は、石英・セ
リライト・粘土。陶石の中でも1～5等級まで分
かれ、鉄分含有量の少ないものが上位になりま
す。主に陶磁器の原料として利用され、その他、
電線などの絶縁器具として使われる碍子や、建物
の外壁に使われるタイルなど、工業製品としても
拡大。天草陶石は日本で産出される陶石のおよ
そ8割を占めており、瀬戸・美濃などのやきもの
産地にも出荷されています。

街のシンボルともいえる登窯
約170mと世界一の大新登窯跡をはじめ、巨大な
登窯が点在する波佐見町。中でも多くの窯元が残
る陶郷中尾山地区は、1644年に磁器生産を始め
ました。江戸時代、三股新登窯や大新登窯跡など
で焼かれた大量の食器が全国、そして海外へと広
まり、やきものの一大名産地として発展。現在、
110社ほどの窯元が製造しており、特に和食器は
国内の13%と全国3位の実績を誇っています。

SUKERU TILE（100角）
参考価格 ￥1,500/枚
※別途型代が必要になります。
※商品の詳しい内容や納期につきましては、
当社営業担当までご確認ください。

12 TILE'S ONLY ONE 13
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やきもの大国  NIPPON ダイナワンは“地産”のものづくりを追求します。
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CLOSE UP [宮崎]
クローズアップ ミヤザキ
瓦の製造からはじまり、時を経て煉瓦づくりへと発展。
近年では、粘土に火山灰をブレンドした新素材の煉瓦や、
独特な焼きムラなど、エイジング効果に優れたタイルも生み出されています。

MAKING STEP

良質な粘土と火山灰をブレンドした

原料を使用し、水分を添加しながら練

ります。

粘土を真空成形機で押出して成形し、

ピアノ線で必要な寸法に切断します。

成形された素地を積み、含有率が約

5%になるまで乾燥させます。

低温で時間をかけて、じっくり焼成す

ることで、宮崎煉瓦独特の色が生まれ

ます。

原料の採掘・土練り 成型 乾燥 焼成1 2 3 4

宮崎煉瓦ができるまで

炎が作り出した味わい深い
AGING BRICK
約40年という長期にわたって使用し、近年その
役目を終えたトンネル窯をリサイクル。窯内部
に積み上げられていた煉瓦は炎を受けて、さらな
る深い味わいへと進化を遂げています。時を重
ねることで生まれる、表情のやわらかさが魅力的
な煉瓦の数々をAGING BRICKとして提案。こ
こから、新たなる伝統が始まります。
使い方無限大
AGING BRICK
参考価格 ￥200,000/パレット ①②共通
①40×30×（100～500）mm
②60×45×（100～570）mm
1.2t/パレット（約400～500本）

趣き深いテクスチャーが魅力の
ボーダーブリックス
素朴で力強い質感の「ボーダーブリックス」。
煉瓦ならではの独特の焼きムラや、味わい深い表
情が、どこか懐かしさを与えてくれます。

瓦から始まる
宮崎煉瓦の歴史
仏教伝来とともに日本に伝えられた瓦。その歴
史は西暦588年と古く、飛鳥寺建設の時期とも
言われています。当時、寺の建立のために百済か
ら僧侶・造寺工と共に瓦博士4人が渡来。日本に
初めて粘土瓦の製造・施工技術が伝わることとな
りました。
仏教の影響を受けつつ、全国に創建された国分
寺・国分尼寺と共に地方で急速に発達した日本の
粘土瓦製造。1775年には、古くから良質の粘土
が採取できる宮崎の地にも瓦が伝わり、多くの瓦
屋が立ち並んでいました。

粘土瓦の産地、都城
宮崎瓦のルーツは、1775年、鹿島十左衛門が筑
後の国（現在の久留米市付近）より原田与七とい
う瓦職人を連れてきたことにさかのぼります。
粘土を柳ヶ原の地から採取し、瓦焼がスタート。
明治末期には軍事的重要な地として歩兵連隊が
設置されることに。1910年には、歩兵第六四連
隊が五十市村蓑原の広大な畑地に設置営舎を建
設。南九州の軍都として脚光を浴びるとともに、
新築ブームにのって各職人が次々と移住し、盛ん
に瓦が製造されるようになりました。

宮崎煉瓦を形づくる原料
宮崎煉瓦は良質な粘土と火山灰からつくられて
います。その昔、湖があった場所に土砂が堆積
し、後に畑となったことで良質な粘土層が形成さ

AG I N G  B R I C K

火山灰を配合した
エコな「新燃れんが」
2011年1月に発生した、霧島連山新燃岳の大噴
火により、周辺地域の火山灰の処理や作物への影
響が懸念されていました。そこで、粘土に火山灰
を混ぜて焼成したところ、焼色が赤く変化するこ
とが判明。さらに、多くの鉄分が含まれているこ
とも分かりました。
「新燃れんが」は、従来煉瓦の約3.7倍の強度を実
現。火山灰を約45%使用できるため、エコで耐
久性に優れた建築商材として注目されています。

れました。耐火度が低く、乾燥もしやすいため、
強度や厚みがあるものにも対応できます。硬く
て粗い、男土ならではの特長に加え、粘り気がな
く鉄分も多いため、煉瓦に適した原料として、今
もなお重宝されています。

※特注対応（数量限定）でスライスレンガも販売しています。

ダイナワンの宮崎産商品
●フランドール DINADESIGN 2015　P76
●ボーダーブリックス DINADESIGN 2015　P76

新燃れんが

①AGING BRICK 棚棒 ②AGING BRICK 工場古耐火
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9世界の最先端セラミック事情
タイルの新たな可能性

16 H3

ラミナム施工前

詳しくは専用カタログにて

ラミナム施工後

海外施工例

〈業界初の3m×1m〉
1

超大形サイズながら抜群の精度と軽量化により、
シームレスな壁面を演出します。

超大形

〈3mm厚 8.2kg/m²〉
2

超軽量化の実現により簡便な接着剤張りを実現し、新築時には有効面積を確保し、
改修時には既存躯体や既存仕上げからのふけ代を抑えることが可能です。

極薄・軽量

〈磁器タイルの優れた性能はそのままに〉
3

吸水率0.4%、モース硬度6。低吸水、高硬度のラミナムはこれまでにない
高い耐久性と加工性により、キッチン等の造作にも使用が可能です。

優れた加工・耐久性

〈全17シリーズ・116アイテム〉
4

ラミナムが生み出す繊細な表情は、
わずかな変化をも感じとる日本人の感性をくすぐります。

高い意匠性と豊富なバリエーション

施工例
FLOOR

施工例
INTERIOR

施工例
WALL

▲ ラミナムの優れた製品精度と加工性により、継ぎ目のない一枚のコールテ
ン鋼を思わせる引き戸の収納BOXを実現しています。

ラミナムの持つスケール感と高い意匠性により、シームレスで贅沢な開放感とラグジュアリー感を演出します。

◀
OXIDE MOROの持つ鈍い光沢感は他素材との相性もよく、照明効果とあい
まって唯一無二の世界観を演出し、訪れる人の心をもてなします。

旭化成ホームズ 成城展示場　INATURALI OSSIDIANA VENA CHARA

杉江画廊　設計・施工：吉忠マネキン 株式会社

杉江画廊　設計・施工：吉忠マネキン 株式会社

京都糸屋ホテル

OXIDE NERO

OXIDE 全7色 ANDY 全3色

OXIDE MORO

全30色Ⅰ NATURALI 全13色FILO

最大にて最薄を実現したイタリア発大判セラミックパネル
土味を生かしたハンドメイドタイルや伝統的な釉を施したやきものらしいタイルが見直される一方、
欧州では従来にはないスケールのタイルが開発されインテリア・建築市場で注目を集めています。
ラミナムは1,000×3,000という破格のサイズでありながら厚み3mmという極薄設計により、
海外では内装のみならず、外装材、床材としての使用場面も拡大しています。
ラミナムは更なる進化を続けており、これからも新たなセラミックの可能性と価値を届けます。
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